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参考資料１

関係市町村別資料
(大熊町）



○参考資料１-（１）　避難先市町村一覧
　避難先市町村（平成２２年国政調査結果に基づいたもの）

主な避難ルート
（国：国道、県：県道、市：市道、○○道：○○自動車道）

県251→国288（※1）→国4→国49

国6→国114→国459（※1）→国115→国49（１Ｆの発災がない場合）

県166→県35→県36（※1）→国349→県13→国49

国6→国49→県293（※1）→県54→国118（２Ｆの発災がない場合）

県251→国288（※1）→磐越道→国49

国6→国114→国459（※1）→国4→東北道→磐越道→国49（１Ｆの発災が
ない場合）

県166→県35→県36（※1）→国349→磐越道→国49

常磐道→磐越道→国49（２Ｆの発災がない場合）

県251→国288（※1）→国4→国349→国49→国121

国6→国114→国459（※1）→国115→国49→国121（１Ｆの発災がない場
合）

県166→県35→県36（※1）→国349→県13→国49→国121

国6→国49→県293（※1）→県54→国118→国121（２Ｆの発災がない場
合）

県251→国288（※1）→磐越道→国121

国6→国114→国459（※1）→国4→東北道→磐越道→国121（１Ｆの発災
がない場合）

県166→県35→県36（※1）→国349→磐越道→国121

常磐道→磐越道→国121（２Ｆの発災がない場合）

11,600

喜多方市 5,600

大熊町計

大熊町 全行政区 11,600

会津若松
市

6,000

避難元市町村 避難先市町村

市町村名 地区 対象人口 市町村名 受入数

（※１）ルートの一部に大型車両のすれ違いが困難な区間あり。
（※２）ルートの一部に大型車両のすれ違いが不可な区間あり。
（※３）現在は、原災法に基づく避難指示区域の設定等に伴い、通行が制限されている区間があることに留意する必要がある。



○参考資料１-（２） 避難ルート図
　大熊町　→　会津若松市　喜多方市

会津若松市

喜多方市

大熊町

国道２８８号

国道４号

国道４９号

国道１１４号
国道４５９号

国道１１５号

国道３４９号

国道１１８号

国道６号

県道２５１号

県道１６６号

県道３５号

県道３６号

県道１３号

県道２９３号

県道５４号

東北道

常磐道

磐越道

国道１２１号





参考資料１‐（４）発電所からの距離別避難対象人口

（単位：人）

市町村名 距離 人口 市町村人口計

10km～20km

9,533

5km～10km

1,962

20km～30km

20

福島第二原子力発電所からの距離別行政区別人口  （単位：人）

市町村名 距離 人口 市町村人口計

10km～20km

7,320

20km～30km

4,195

○対象人口（平成２２年度国勢調査に基づいたもの）

行政区名

大熊町

夫沢1区、夫沢2区、夫沢3区、小入野、大和久、熊
川、野馬形、熊1区、熊2区、熊3区、町、下野上2区、
下野上3区、大野1区、大野2区

野上

行政区名

福島第一原子力発電所からの距離別行政区別人口

11,515

11,515

大熊町

町、熊川、熊1区、熊2区、熊3区、大川原1区、大川原
2区、小入野、野馬形、大和久、夫沢1区、下野上3
区、大野1区、大野2区

夫沢2区、夫沢3区、小入野、下野上1区、下野上2区、
大川原1区、大川原2区、野上1区、野上2区

熊川、町、熊1区、熊2区、夫沢3区、下野上1区、下野
上2区、下野上3区、大野2区、野上1区、野上2区、大
川原1区、大川原2区
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